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東宮殿下御買上の望遠鏡に就て

東京五　藤　齊　三

　東宮職に於て概政宮殿下の御料品ビして天

盤望丸鏡為事買上になつすこ次第匡去る三月號

に於て報ぜられ索通りで殿下が學術の御研；究

に御熱心であらぜらろ、のに豫て洩れ承ろ所

であろカ㌔御田讃の範園が天田學に馬田ばぜ

らるsであらう事ば眞に畏き次第である。

　從來實生活亡ば何等の關係も無きが如く一

般就會より誤解ぜられて、趣味亡しても甚だ

共鳴者の勘かっナこ天文學も、我同好會幹部諸

氏の努力に依り漸次薩會に了解な廣め、斯學

民衆化の黎明rlも云ふべきに至つ力此様東宮

御所への望壁隣御備付1期斯學御奨働の大御

心定もi痔察申上ぐべきもの、様に考へられ、

倉員の一人亡して私に無限の感銘な蝿ゆうも
のである、此望遠鏡長造會肚の一一員tして上

納の事に關與し大鵬ば、併ぜて同好會員亡し

て「天界」雪上の手績な御手傳し乳のであるが

爾後「天界」が毎號皇太子同妃爾殿下の台墨1私

蒙るのi究；榮1＝浴する機豫ゐgf乍つナこ、此望蓮鏡

の酒造や、上納の次第等に關し記して財界一

般に光明を分ち度いS思ふ次第である。

　上納望蓮鏡の外観ば口総で見らる、通りで
あろが其一般的性捻旨は：

　○醤物鏡・・…・「アクロマチツグ、レンズ」に

　　して有数直総110粍（約四属下、焦黙旦
　　離三650粍（F15）、

　○接眼鏡……全部「ケノレナー一　j式（：して次の

　　五種fP備ふ、40粍（41倍）30粍（55倍）

　　18粍92倍）12，5粍（132倍）9粍（183倍）

　　上土接眼鏡ば何れも覗界45度の設計にし

　　て40粍か以て甕垣測する男帯の實ttE界約1

　　度6分、30粍る使用する場合同49分なれ

　　月及太陽の匡杢殖f為親野の中心に置きて

　　充分に潮測する奄得べく、40耗奄使用す

　　る揚合の射出瞳孔（接眼鏡より射出ぜら

　　るろ光束）の直径ば乳7粍にし’て光明度7，3

　　ミなり、略鑑間屋外に於けろ人間の自の
　　瞳手しに匹緻す、以冒て明るさゐρ推定dらる．

　　べく彗星捜索、星雲、星圃の麟測等淡き

　　光の天機魏測に充内の能力な獲輝すろ存

　　得べし。

　　叉9粍fte使用する場合の實臨界1工約ユ4分

　　にして、射出瞳孔奢璽0，6粍なり、故1こ木

　星や金星の如き睨直運の大なる惑星な親

　測すろ場合に射ても、一一一A操作により約一

　分時間軍属の内に之Aean参するた得べく

　光明度も亦普通使用ttらるる最低限度の

　約四倍に相當ぜうにより、赤道儀装置に
　あらざろ」七望遠鏡［こ方ミ・ても充分有用に二上

　用ぜられ、且つ極めて鮮鏡なろ映像ゐρ観

　下するな得べしo
O架黙黙三脚……に賜金驕製黒「エナメル」

　塗にして開きナこる時の高さ150糎為r有し

　「ラック、u・ニオン」に依りf苛40糎だけ自

　由に伸す事を得べしo
O鏡胴保持部・…・・ば馬蹄形たなしsLt所に傭

　仰角を攣更し得ろ微勤装置を有し、焼判

　の中’O部に方向角た攣更し得る微動装置

海備へ、共に回韓粁fP以て観測中任意に

　操從するな得べし、然して爾微動装置共

　「クランプ、ス〃リウ」か以て任意に微動

　刎生能為興へ、或ば開放し得る構造なり

○接眼部……ば第一圖の如き揚合な普通S

　し，第二囲の如き「ボロ」の第二型定稽す

　る三個の直角「プリズム」の組合ぜより成

　る、直覗型映像反掌「プ1ブム」を包容ぜ

　ろ「a・・y　Pス」（A）及三頭「レ湘レバー」

　（B）な備へ、襯測申任意に三種の倍率た

　交互に憂換し且つ正立ぜる映像秘槻測す

　るか得べし。（爲眞（ti’．ダイヤゴナ1レ、プ

　リズム」に取替ヘタアレ所）（「fre　m　g　s　ti185

0年頃の佛國の機械技師にして「プ1ズ

　ム」双眼鏡奄創始しすころ有名なろ入物な

　り）o

　以上ば此會杜製造の標準型にして現在下

　記の各所に備付居らるるものiS］略同型同

　口囲なり。

　　大阪高等學校大阪府立市岡申學校
　　大阪市百濟教義氏　松江高等學校

　　奈良女子高等師範學佼　奈良縣立高田

　　高等女學校　石川縣立金澤第三中學棟

　　大分出立杵築中學枝　海軍火藥研究所

　　長野縣亭塁｝尋常小學校o

O右の外特旨構造の附画品ビして……接眼

　部に第三圖の如き「ダイヤゴナJV　aプリ

　ズムな備へ、之に第四画の如き一一・tN［：て
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映像正立すべき「ダハ」（屋根形）「プリズム」な

使用一。！　VJ。

　　由來「ダイヤゴナル、プリズム」（t天空如

　　何なる方向為観測する場合も仰ぎ見る必

要なく、何回もfl　t水李に親測する事な

得て願る便利なるものなれこも、多くに

一個の直角「プリズム」々使用tfるに依り

映像の左右のみ反響して、恰も裏返しに
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之為槻るが如き不快々感ずるも本望蓮鏡

　の如く、「ダハ、プリズム」た使用する1痔

　ほ肉眼にて絶望すろS同様の正立像奄得
　べきにより斯くの如き不快［i：全然感ぜざ

　るものなり。

　此「プ、｝ズム」匡一一名「ツーフ、プ1）ズム」

　定も凹し併太利の宥名なろ光忍者「アミ

　チー」が1850年二障創始し7；るものにし

　て屋根形旭なせる二つの反射面によリニ

　回反射ななすか爲め只一個にて正立像を

　得らうるのみならす、反：射面な回韓軸ε

　すうが如き「プリズム」の回輻にi轡して（t

　映像少しも攣位ぜざるの特色秘有す、故

　に此特性奄利用して覗線に直角なる方向

　より槻望ぜんtする望蓮鏡にば屡々使用

　ぜらうるも、屋根形をなぜろ爾反射衝が

　正確なるgo度准なさざれば映像重複し、

　鮮鏡なる像た得られざるものにして、勘

　くも角度の誤差数秒の程度に製作aざる
　べからす、從って非常に製造困難なれば

　特殊の高三田なる望遠鏡の外使用ぜらξしざ

　るものなり。

○「ファインダー上・・・…樹物鏡、有敷直繧

　32粍、　焦黒占亘離210粍

　接眼鏡、ケルナー式にして覗界50度踏越

　互離21粍の設計なれば倍率10倍なるに不

　抱實rrR界5度な有し射出瞳孔穫3，2粍光明

　度10，0に上り「ファインダー塗してtt最

　も優秀なろ性能か有ず、墨形に第五圖の
　：女短くltし一てこ」正治接目艮害鷲〔こも一偏司2）「タ，ノ、、

　プリズム」な使用し六る「ダイヤゴナァレ

　フ’　1）フミム」た備へ3側方より案内する特

　殊の構造なるが之ぱ殿下の御見用あらぜ

　らるるに際し、近侍の方々の御相手申上

　ぐるに便ならしむる様亡の東宮職に於け

　ろ御用意なろべし亡拝察ぜらるるものな

　り。

　街「ファインダー」1：ii（D）の如き豆電燈

　た附属し必要に嵩じ乾電池［：より上火し

　て十七線を照萌する構造をも有し居れリ

　此照明袈題…ば線の巾百分の一町の十字線

　を硝子面に彫刻し、光線なよく反射する

　物質な線上に全布して硝子の切臨面より

　光線為入れ、睨野な少しも明るくする事
　な．くし『（繊細なる十字線のみ）宙明瞭に董孚

　竜瞬さしむうにより、極めて容易に「ガ

　イド1し得べぎ便利なるもの｛Zし一く　in大

　口径望蓮鏡にに大概附屡ぜるものなるも

　　小口穫のものにぱ特殊の装置に位すs私
　　の80粍の「プアインB“　一」にぽ最：初より附

　　厩過しめずころが大阪の百濟：先生も最：近託

　　装魅なUO粍のFフスインタ㌔」に備へら
　　れ．たり。

　．○「サンダラス」…・・…』に49粍及3G耗接眼鏡

　　用、IS粍以下の接眼鏡用、各別に各々色
　　薄きもの建濃きものミ、合計四個及「プ

　　アインダー」用一個奄備へ季節ミ天候に

　　鷹じ白丁使用ぜ．らるうに便ぜり。

　望遠鏡の構造ぱ大膿以上の様なものである

．が會産に撫し製作御下命のあったのば去ろ二

月二十四日であって。四月十五日には上納申

上ぐる豫濯えP以て愈々着手ぜられナこ、顧れば

昨年に御料双眼鏡の御買上な辱ふし今圓復旧’

光榮に浴し穴會祉に於てN　a・千俗名の王業員

申技術＝、二・1に練逡の職工及び技術員な撰定し周

至哩なろ注意ゐ9以て專心・製作の事：〔こ當らしめ、

豫定の通q四月十五日に出漁すうに至：つれが

検査の結果「ダイヤゴナtV、プリズム」に使用

し7：」ダノ＼プリズム」の二つの反射颪の角度

が術充分でない事祉戸山しナこ、庇角度前前認

の襟に極めて精密であるな要すうもので從愚

息祉に於て普迎の望遠鏡用Sして製造すろ隔
心「プリズム」の、最少許容誤差i五秒以内た標

準定して作られプこのに不落、天禮望蓮鏡の如「

き高倍率を用ゆう場合にば爾不完全であって

充分鮮鏡なろ映像々得るに遺憾の黙があるの

で、東宮職に数目の御捨操を願ひ醍で更に磨

き直した行ひ十入日に至㌔）漸く完成しれので

ある。

　此日早朝から砂山理學士の手により上納に

先づ各種の検査な行つ六結果人造星の同塵占内

外像が精密に封構的でなく・極めて僅かな像

の歪ある秘獲漉けこので夏に試瞼室に於て光

の予渉に依ろ試出た行っ六断、事物蜘の取付

評議iに質かの不行届あろか示し且つ六吋「コ

リメ　ター」に出ろ「テスト」に於て僅に「ゴ

ースト」の現ばうるのをi幾見しナこ、庇「ゴ1

スト」カご何に依り生するか｛こ早し砂山近弓饗両

技師が殆んご終日「コリ．メ1タ1」の前に立ち

鑑亡種々舛究の結果一旦分解して調整の仕直
したなす事ぜなし）　A翌日遂に総ての跣黙た除

去する事か得f；ので念の7こめ其騒の夜間星像

によゐ阿仁秘私に於てなす事定なつナこ。

　同夜：匿折柄月齢七日の月があっずごけれこも

空しSI：全く晴れ渡って塵埃多き都曾でば稀なる

「シーイン1“」を示しナこ、先づ筒先為月に向け
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低倍率より漸次高倍傘に及ぼしナこが、最高培

寧庵r使用するも屈折鏡の通弊ナこる月の｝置濯1に

幽かな薄紫色か冠うが如き事々少しも感ぜず

垂く良好の出粗彫であるのた先づ喜んだ、上
弦に近い當夜の月面に見ゆる「アリス．Fテン

ス」や「マウロリクス」山の大出火ロ、「ヘ

ームス」山脈、暗の海等、或る名匠の刷毛よリ

生れ71墨総に或ば蓮の葉の上の水玉が朝激に

照らされナこSも見ゆう輝き等、何時もなカミら

望早臥親野中に見る月面の牡麗にに全く心為

奪ばるるものであるが、殊に各種の餌差が完

全に除かれ．た「ソンズ」為通じて見る月の像ば

恰も輝ける北界に施されナこ彫刻潜見るの感が

あり、云ふべからさる肚快准覧ゆうもので、日

夜望遠鏡の調整を任務εぜる野冊の立會技術

者も思ぱす感嘆の旨々放つ’tこ事であっナこ。

次で北極星及「ポラツグス」に依り最高倍率潜

使って「ヂフラ〃シヨン。リング」の完全なる

た認め焦黙内外像の杢く醤照的に正しき圓形

なるをも確めg更に東天地上から三十度位に
漸く上って來ナこ土星か最高倍傘秘以て見ナこの

であろが、本年ば輪の傾斜引き．く雪笹に上部

合で「カシニ」間隙P土星本膿の縞等た明らか

に認め得ずこの剛窮快であっカ。

　叉二重星に依りrソゾルピング、パヲ1」を

調ぷろ爲「ミザiル∫カス｝｝レ」獅子座の「ガ

ンマ」琴座の「エプシロン」等より、四目の試

将星である自鳥座の「デルタ」星迄た歩測し7こ

が何れも完全な分離力だ示し7こ。

　J比110粍望遠鏡の理論上の極川角ば1，3秒で

あって吾々の肉眼に依る極分角ば蜀島人「ハ

イネ」　が1900年に獲表し71生理的研究で匡

73・O秒Sの事であるが角筆上の結果ば人によ

り30，0秒乃至i分な限度Sする様である故に

此望遠鏡でL粍接眼鏡を使ふ解合、1・3秒の
角亘離ば2分に見得る諜で之以上（t徒らに擾

大しても只映像ば朦朧亡なる筈であるから、

二重星槻測にば多くの場合特に占いナこ星准襯

る等特殊の場合の外非常なる高倍率為使用す

る必要ばなき筈であろ星雲星團の観測彗星の

捜素謡も勿論低倍率か痩期すべきものであろ

から、9粍以下等の接眼鏡ば月の表面や惑星

の形な成るべく擾黒し幾分映像の朦朧Sする

のば我慢して観る等の外小口径用ビしては用

途の掃きものである、多く．の「アマチュアj天

踏固が何種の天｛蟄ゐ9問ばす可及的倍…牽た大に

して観測ぜん事な希望Nらるろは比較的敷果

の⑳きものε云ふべきでばなかろうか。

　以上な以て夜孚過ぎ實瞼観測な終り翌二十

日ば早朝より上納荷造りの爲め先づ全騰た丁
寧に「ア．シコ1ル」奄以て清拭し白布為r以て総

てた糊磐し、乗用自動車に積込んで私が之に

附添び赤坂御所内の東宮職に出頭し六。紀の
國坂御門より塗聞して先ろ滑毒所に罷り出で

着衣手等ば勿論上納品全部に「rk・JV・y　Vン」液

及び其瓦斯等に依る完全なろ滑毒な施されナこ

が承ろ所によれば御所に持ち込まるる物品中

凡そ御料の品ば其何ん歪る為問匡す、此所で

完全なる滑毒た施さうろ趣である、斯くて廣

き芝生に黒占在ぜる「ヒマラヤ杉」縦椎靴師大な

．立木な黙秘して読図陽の険き誇って居る御庭

の一部た絶しながら、東宮職の玄關に至り刺

々通じて、上納の趣な申出でノこる所、機械の

構造や使用法に肥し詳細に説明ぜよSの御事

にて御殿の奥深き御建物の中庭Sも稽すべき

所に望蓮鏡な組立て、東宮武官長奈良陸軍大

過、武官今村海軍少將、岡本侍從其他近侍の

方々に醤し、購造使用法の詳細なろ御観明S

共に太陽黒黙な御萱に入れ弦に此望遠鏡上納

の大任准独白ず事た得7こ次第である。

　次で十数日を経て更に望蓮鏡の「カ7“　．一」奄

作る檬御下命があっナこので「グレバネツト」地

潜二枚合d、合ぜ目に「ゴム」引しナこ完全な塗

布為以て謹製し、六月一日に上納串上げずこが

此際にも御殿の奥深く謬進な許され實地に被

覆して東宮職の方々に御萱に入るるの光榮に

浴し計らずも壮嚴無比自ら頭の下る奄賢ゆ
る、宮殿の一部た近し得71のは忘れ得ざろ感

銘であfi。

　省ほ洩れ承る所によれ【ゴ御所に於てば殿下

の常の御座所に近き露蔓に据置かぜられ、折

々御襯測あらNらるる御模様であるが｛御避

暑等の7こめ御用邸へ行啓あらぜらるる際にも

時に御持蓼｝になるPの御趣にて、御熱心の程

恐怪に堪へざる次第であろ。

　　　　　　　　＠

あこがれし大ナリナンなまナこぞみろ

夏の奄にりの明け方の頃。

　　　　　　　　＠
テイネヤマ

手稻山こき紫S攣りゆき

い7こy“きちかく星一羽あり。

　　　　　　　　　　一ひこぼし一


